
デ
カ
ル
ト
の
卵

九
三
〇
年
の
ベ
ケ
ッ
ト
と
錬
金
術

岡
室
　
美
奈
子

序

　
一
九
九
六
年
に
ペ
ケ
ッ
ト
生
誕
九
十
周
年
を
記
念
し
て
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
国
際
ペ
ケ
ッ
ト
学
会
で
、
G
・
レ
ス
テ
ィ
ヴ
ォ
は
「
ベ
ケ
ッ
ト

作
『
勝
負
の
終
わ
リ
』
の
図
像
的
核
心
－
エ
リ
オ
ッ
ト
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
、
デ

ュ
シ
ャ
ン
」
と
い
う
報
告
を
行
い
、
『
勝
負
の
終
わ
り
』
＾
一
九
五
七
）
に
デ
ュ

ー
ラ
ー
の
錬
金
術
的
な
銅
版
画
「
メ
レ
ン
コ
リ
ア
ー
」
＾
図
版
1
）
の
影
響
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

見
ら
れ
る
こ
と
を
図
像
学
的
観
点
か
ら
指
摘
し
た
。
レ
ス
テ
ィ
ヴ
ォ
の
論
は
表

層
的
な
類
似
点
の
列
挙
に
留
ま
っ
た
た
め
や
や
説
得
力
に
欠
け
た
も
の
の
、
ペ

ケ
ッ
ト
と
錬
金
術
と
い
う
興
味
深
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
に
再
考
を
促

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

　
既
に
拙
論
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
晩
年
の
テ
レ
ピ
作
品
『
ク
ワ
ッ
ド
』

＾
一
九
八
四
）
に
は
C
・
G
・
ユ
ン
グ
が
『
心
理
学
と
錬
金
術
』
で
取
り
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

た
マ
ン
ダ
ラ
夢
の
一
つ
と
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
人
々
が
正
方
形
を
な
し

て
左
回
り
に
歩
く
と
い
う
そ
の
夢
は
、
正
方
形
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
四
元
素

デ
カ
ル
ト
の
卵
　
　
一
九
三
〇
年
の
ベ
ケ
ッ
ト
と
錬
金
術

＾
土
・
火
・
水
・
空
気
）
が
循
環
形
式
の
蒸
留
・
昇
華
過
程
を
経
る
こ
と
に
よ

っ
て
純
粋
な
統
一
体
を
生
み
出
す
と
い
う
錬
金
術
の
プ
ロ
セ
ス
に
従
っ
て
、
分

裂
し
た
意
識
と
無
意
識
を
統
合
し
よ
う
と
す
る
精
神
の
働
き
を
表
わ
し
て
い
る
。

四
人
の
演
技
者
が
正
方
形
の
辺
と
対
角
線
の
上
を
左
回
リ
に
循
環
歩
行
す
る

『
ク
ワ
ッ
ド
』
で
は
、
純
粋
な
統
一
体
の
象
徴
た
る
中
心
（
1
1
自
己
）
は
常
に

回
避
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
の
図
像
的
な
循
環
歩
行
に
錬
金
術
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

読
み
取
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
ペ
ケ
ッ
ト
が
一

九
三
五
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
タ
ヴ
ィ
ス
ト
ッ
ク
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
ユ
ン
グ
の
講
演

を
聴
講
し
て
衡
撃
を
受
け
、
そ
の
記
憶
を
晩
年
ま
で
反
甥
し
続
け
て
い
た
と
い

　
＾
4
〕

う
事
実
は
、
こ
の
類
似
が
偶
然
で
は
な
い
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。

　
し
か
し
レ
ス
テ
ィ
ヴ
ォ
の
報
告
は
、
錬
金
術
が
ユ
ン
グ
か
ら
の
影
響
に
留

ま
ら
ず
ペ
ケ
ッ
ト
の
世
界
と
密
接
に
結
ぴ
つ
い
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
と

言
え
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
ペ
ケ
ッ
ト
の
初
期
の
テ
ク
ス
ト
を
再
読
す
る

と
、
ユ
ン
グ
が
錬
金
術
の
研
究
に
本
格
的
に
着
手
し
た
と
言
わ
れ
る
一
九
三
〇

＾
5
〕

年
頃
の
詩
や
評
論
に
既
に
錬
金
術
の
イ
メ
ー
ジ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

れ
は
ユ
ン
グ
経
曲
と
い
う
よ
リ
は
、
む
し
ろ
ユ
ン
グ
や
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
ら

六
五



六
六

　　　図版　1
アルプレヒト・デューラー

　　「メレンコリアI」

を
巻
き
込
ん
だ
同
時
代
的
な
思
想
の
う
ね
リ
の
中
で
、
ペ
ケ
ッ
ト
も
ま
た
ヘ
ル

メ
ス
主
義
の
洗
礼
を
受
け
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

に
は
単
な
る
オ
カ
ル
ト
趣
昧
で
は
な
く
、
《
近
代
》
を
超
克
し
よ
う
と
す
る
知

の
拠
リ
所
と
し
て
の
錬
金
術
に
対
す
る
期
待
感
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
の
小
論
で
は
、
ユ
ン
グ
や
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
と
と
も
に
ベ
ケ
ッ
ト

も
執
筆
者
に
名
を
連
ね
て
い
た
雑
誌
『
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
』
に
発
表
さ
れ
た
詩

・
評
論
・
小
品
を
巾
心
に
、
一
九
三
〇
年
前
後
の
ベ
ケ
ッ
ト
の
テ
ク
ス
ト
に
お

い
て
錬
金
術
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
い
か
に
表
象
さ
れ
て
い
る
か
を
具
体
的
に
検
証

し
、
若
き
ペ
ケ
ッ
ト
が
錬
金
術
に
何
を
兄
出
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。

1
　
『
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
』
と
三
〇
年
代
初
頭
の
パ
リ

　
ベ
ケ
ッ
ト
は
一
九
二
八
年
十
一
月
に
高
等
師
範
学
校
の
講
師
と
し
て
パ
リ
に

赴
任
し
た
。
そ
こ
で
知
リ
含
っ
た
ト
マ
ス
・
マ
グ
リ
ー
ヴ
ィ
ー
を
介
し
て
同
郷

の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
と
そ
の
サ
ー
ク
ル
と
出
全
い
、
ジ
ョ
イ
ス
の
問
題

作
「
進
行
中
の
作
品
」
＾
の
ち
の
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
）
が
連
載
さ

れ
て
い
た
『
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
』
に
執
筆
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
『
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
』
、
§
蕎
ミ
§
は
、
一
九
二
七
年
に
ユ
ー
ジ
ン
．
ジ
ョ

ラ
ス
ら
が
パ
リ
で
創
刊
し
た
前
衛
芸
術
雑
誌
で
あ
る
。
言
語
革
命
を
理
念
と
し

て
掲
げ
、
「
進
行
中
の
作
品
」
の
連
載
の
ほ
か
、
カ
フ
カ
の
短
編
「
判
決
」
や

C
・
G
・
ユ
ン
グ
の
「
文
学
と
心
理
学
」
の
英
訳
、
さ
ら
に
プ
ル
ト
ン
ら
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
作
品
や
数
々
の
宣
言
、
ま
た
多
く
の
画
家
、
彫
刻
家
の

作
品
を
広
範
に
収
録
し
、
第
一
次
大
戦
後
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
隆
盛
を
支
え
た
幾

多
の
芸
術
雑
誌
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
光
彩
を
放
っ
て
い
た
。
が
、
発
行
部
数
の

限
ら
れ
た
前
衛
芸
術
誌
の
宿
命
と
も
言
え
る
経
済
的
理
曲
の
た
め
、
月
刊
か
ら

季
刊
と
な
っ
た
リ
、
一
時
休
刊
（
三
〇
－
三
二
年
）
を
経
て
刊
行
地
が
パ
リ
か
ら

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
に
移
っ
た
リ
と
紐
余
曲
折
を
経
る
。
一
九
三
八
年
に
は
と

う
と
う
第
二
次
大
戦
前
の
国
際
間
の
緊
張
の
高
ま
リ
な
ど
が
原
因
で
存
続
が
不

可
能
に
な
り
廃
刊
し
た
。
戦
後
、
マ
テ
ィ
ス
の
義
理
の
息
子
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ

ュ
テ
ユ
イ
が
編
集
長
と
な
っ
て
復
刊
さ
れ
、
ペ
ケ
ッ
ト
も
再
ぴ
執
筆
す
る
よ
う

に
な
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
第
一
次
『
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
九
編
の
評
論
や
作
品
の
う
ち
、
二
八
年
か
ら
三
〇
年
の
最

初
の
パ
リ
滞
在
中
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
に
焦
点
を
当
て
る
。

　
当
時
の
ベ
ケ
ッ
ト
は
ま
だ
職
葉
作
家
と
し
て
生
き
る
決
意
を
し
て
い
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
『
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
』
に
左
記
の
四
篇
を
寄
稿
し
て
い
る
。



〕一（目目

「
ダ
ン
テ
：
・
ブ
ル
ー
ノ
・
ヴ
ィ
ー
コ
：
ジ
ョ
イ
ス
」
〔
評
論
〕
、
第
一

六
・
一
七
合
併
号
、
一
九
二
九
年

「
被
昇
天
」
〔
短
編
〕
、
同
右

「
将
来
の
参
照
の
た
め
に
」
〔
詩
〕
、
第
一
九
・
二
〇
合
併
号
、
一
九
三
〇

年
「
沈
思
静
坐
の
う
ち
に
」
〔
短
編
〕
、
第
二
一
号
、
一
九
三
二
年

　
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
が
書
か
れ
た
一
九
三
〇
年
頃
の
パ
リ
で
、
錬
金
術
は
ど
の

よ
う
に
浸
透
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ぱ
『
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
』
に
も

寄
稿
し
て
い
た
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
ら
に
よ
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

も
と
魔
術
思
想
と
分
か
ち
難
く
結
ぴ
つ
い
て
い
た
が
、
三
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
革
命
に
奉
仕
す
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
』
創
刊
号
の
表
紙
の
紋
章
に
は
、
錬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

金
術
的
な
意
昧
と
象
微
的
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
紋
章
は
一
八
九
六
－
九
八
年
の
天
王
星
と
土
星
の
合
を
象
徴
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

ブ
ル
ト
ン
と
ア
ラ
ゴ
ン
の
誕
生
時
の
天
空
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
占
星
術
が
錬
金

術
と
密
接
に
結
ぴ
つ
い
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
ブ
ル
ト
ン
は
五

四
年
の
『
現
代
占
星
術
』
の
イ
ン
タ
ヴ
ユ
ー
の
な
か
で
、
一
九
二
七
年
以
来
、

　
　
　
　
　
　
ホ
ロ
　
ス
　
コ
　
ー
ブ

親
族
と
自
分
の
出
生
天
宮
図
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
三
〇
年
に
は
、
ベ
ケ
ッ
ト
も
詩
『
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
』
を
書
い
た
。
（
三
三

年
に
は
ペ
ケ
ッ
ト
が
英
訳
し
た
プ
ル
ト
ン
と
そ
の
協
力
者
に
よ
る
声
明
文
「
殺

人
を
狙
す
人
逝
主
義
」
が
『
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
』
を
出
版
し
た
ナ
ン
シ
ー
・
キ
ュ

ナ
ー
ド
の
手
で
『
ネ
グ
ロ
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
一
九
三
一
－
三
三
』
に
収
録
さ

デ
カ
ル
ト
の
卵
－
一
九
三
〇
年
の
ペ
ケ
ッ
ト
と
錬
金
術

れ
て
い
る
。
）
三
二
年
に
は
、
同
年
九
月
に
書
か
れ
た
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト

ー
の
「
錬
金
術
的
演
劇
」
の
ス
ペ
イ
ン
語
訳
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
収
録
さ
れ

た
『
演
劇
と
そ
の
分
身
』
（
一
九
三
八
年
）
の
刊
行
に
先
立
っ
て
プ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
で
『
シ
ュ
ー
ル
』
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
錬
金
術
の
浸
透

の
背
景
に
は
、
現
役
の
錬
金
術
師
た
ち
の
活
動
が
あ
っ
た
。

　
一
九
二
六
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
、
パ
リ
で
は
『
大
伽
藍
の
秘
密
』
と

『
賢
者
の
館
』
と
い
う
二
冊
の
書
物
が
刊
行
さ
れ
た
。
フ
ル
カ
ネ
ッ
リ
と
い
う

署
名
以
外
謎
に
包
ま
れ
た
作
者
は
、
錬
金
術
を
古
代
か
ら
の
伝
統
的
な
方
法
に

則
っ
て
実
践
し
賢
者
の
石
を
創
造
し
た
と
主
張
し
、
錬
金
術
師
が
死
に
絶
え
て

　
　
　
　
　
　
　
＾
m
〕

い
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
も
と
も
と
は
愛
好
者
の
た
め
に
書
か
れ
た
こ
の
二
冊

が
三
〇
年
当
時
ど
れ
ほ
ど
普
及
し
て
い
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
そ
の
直
弟
子

と
言
わ
れ
る
ウ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ
・
カ
ン
ス
リ
エ
は
師
の
教
え
を
積
極
的
に
広
め
た
。

た
と
え
ぱ
北
山
研
二
に
よ
れ
ば
、
ブ
ル
ト
ン
と
近
し
い
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ

ン
の
代
表
作
『
彼
女
の
独
身
者
た
ち
に
よ
っ
て
裸
に
さ
れ
た
花
嫁
、
さ
え
も
』

（
い
わ
ゆ
る
〈
大
ガ
ラ
ス
〉
、
二
三
年
に
「
最
終
的
な
未
完
成
」
状
態
で
放
棄
さ

れ
た
）
と
カ
ン
ス
リ
エ
の
『
錬
金
術
』
に
収
録
さ
れ
た
ソ
リ
ド
ニ
ウ
ス
の
錬
金

術
の
挿
絵
『
裸
に
さ
れ
る
花
嫁
』
と
の
図
像
的
類
似
性
が
く
大
ガ
ラ
ス
V
の
錬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
〕

金
術
的
解
釈
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
ペ
ケ
ッ
ト
が
デ
ュ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
〕

ヤ
ン
の
チ
ェ
ス
仲
間
と
な
る
の
は
ず
っ
と
あ
と
の
三
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。

六
七



2
　
「
被
昇
天
」

か
ら
『
並
に
は
勝
る
女
た
ち
の
夢
』
へ

　
一
九
二
九
年
に
『
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
ベ
ケ
ッ
ト
の
短
編

「
被
昇
天
」
の
主
人
公
「
彼
」
は
、
部
屋
の
中
で
自
ら
の
う
ち
に
叫
ぴ
と
し
て

こ
み
あ
げ
て
く
る
「
あ
の
も
の
」
の
噴
出
を
恐
れ
沈
黙
し
て
い
る
。
そ
こ
へ

「
彼
女
」
が
訪
ね
て
く
る
。
不
快
な
彼
女
の
到
来
を
、
彼
は
次
第
に
心
待
ち
に

す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
あ
る
日
、
彼
は
「
悪
魔
的
次
元
の
三
位
一
体
」
た

る
沈
黙
か
ら
解
き
放
た
れ
、
神
へ
と
到
達
す
る
。
が
、
悦
惚
の
体
験
が
終
わ
る

と
強
い
嫌
悪
感
に
身
を
引
き
裂
か
れ
る
。
か
く
し
て
彼
は
「
夜
な
夜
な
死
に
、

夜
な
夜
な
よ
み
が
え
リ
引
き
裂
か
れ
た
。
彼
を
引
き
裂
き
打
ち
砕
く
心
痛
が
ま

す
ま
す
嵩
じ
て
ゆ
く
の
に
耐
え
か
ね
て
、
彼
は
永
遠
の
光
の
な
か
に
不
可
逆
的

に
飲
み
込
ま
れ
る
こ
と
、
鳥
も
い
な
い
、
雲
も
な
い
、
色
も
な
い
空
と
合
体
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
一

て
、
終
わ
り
な
き
本
望
成
就
に
到
達
す
る
こ
と
を
、
狂
お
し
く
求
め
た
。
」
つ

い
に
彼
は
す
さ
ま
じ
い
音
響
と
と
も
に
彼
女
を
体
ご
と
吹
き
飛
ぱ
す
。

　
「
被
昇
天
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
、
「
悪
魔
的
次
元
の
三
位
一
体
」
と
い
う
言
葉

や
、
内
な
る
も
の
の
噴
出
に
よ
っ
て
夜
な
夜
な
死
ん
で
は
神
H
造
物
主
と
な
り
、

夜
な
夜
な
生
き
返
っ
て
は
罪
悪
感
に
引
き
裂
か
れ
る
と
い
う
死
と
再
生
の
反
復

は
錬
金
術
の
イ
メ
ー
ジ
を
色
濃
く
湛
え
て
い
る
。

　
錬
金
術
と
は
、
単
に
卑
金
属
を
貰
金
属
に
変
容
さ
せ
る
術
で
は
な
く
、
天
上

界
と
地
上
界
に
照
応
関
係
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
の
創
造

過
程
を
実
験
器
具
と
い
う
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
で
再
現
す
る
試
み
で
あ
る
。
し
た

六
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ミ
ウ
ル

が
っ
て
錬
金
術
師
は
、
世
界
霊
魂
と
の
交
信
に
よ
っ
て
宇
宙
を
創
造
し
た
造
物

ゴ
ス主
と
同
じ
よ
う
に
、
「
大
い
な
る
業
」
に
よ
っ
て
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
を
変
成
さ

せ
、
創
造
す
る
。
こ
れ
は
自
ら
が
神
と
な
る
不
遜
な
行
為
と
も
言
え
よ
う
。
錬

金
術
の
核
と
な
る
、
卑
金
属
を
貫
金
属
に
変
容
さ
せ
る
力
を
持
つ
「
賢
者
の

石
」
（
世
界
霊
魂
を
凝
縮
し
た
も
の
）
は
、
一
旦
黒
化
（
1
1
腐
敗
1
－
死
）
し
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ェ
ニ
ツ

ぴ
蘇
っ
た
物
質
で
あ
る
と
さ
れ
、
自
ら
を
焼
き
尽
く
す
炎
の
中
か
ら
蘇
る
不
死

ク
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
H
〕

鳥
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
。
ま
た
錬
金
術
で
は
、
変
容
の
過
程
で
魂
が
肉
体
か

ら
分
離
し
上
昇
す
る
こ
と
が
聖
母
被
昇
天
の
イ
メ
ー
ジ
に
重
ね
合
わ
さ
れ
る
が
、

こ
の
短
編
で
は
「
彼
」
の
被
昇
天
H
魂
の
上
昇
は
「
美
し
き
も
の
の
至
高
の
顕

現
」
と
し
て
の
最
高
の
芸
術
へ
の
到
達
を
意
昧
す
る
と
思
わ
れ
る
。
語
リ
手
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
リ
ユ
ー
ジ
ヨ
ニ
ス
ト

「
創
造
的
な
芸
術
家
は
あ
る
意
味
で
奇
術
師
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
、
そ
れ
と

同
じ
理
屈
で
、
わ
れ
ら
の
低
音
の
手
品
師
は
あ
る
意
味
で
芸
術
家
で
あ
っ
た
」

と
述
べ
て
、
「
彼
」
が
魔
術
的
な
芸
術
家
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
「
彼
」
の
内
部

か
ら
こ
み
あ
げ
て
く
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
彼
」
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
埼
外
に

あ
っ
て
肉
体
か
ら
噴
出
し
上
昇
す
る
「
あ
の
も
の
」
と
は
、
言
葉
で
あ
リ
、
イ

メ
ー
ジ
で
あ
n
・
、
創
造
の
欲
求
で
あ
ろ
う
。
こ
の
小
品
か
ら
は
、
沈
黙
と
叫
ぴ

の
欲
求
の
は
ざ
ま
で
苦
悩
す
る
若
き
芸
術
家
の
肖
像
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
と
同
時
に
、
ベ
ケ
ッ
ト
が
創
作
に
神
秘
的
で
秘
教
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て

い
た
こ
と
、
そ
し
て
魂
と
肉
体
の
二
元
論
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
「
被
昇
天
」
は
、
三
年
後
の
三
二
年
の
三
月
に
や
は
リ
『
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
5
）

に
発
表
さ
れ
た
短
編
「
沈
思
静
坐
の
う
ち
に
」
へ
と
発
展
す
る
。
そ
の
「
沈
思

静
坐
の
う
ち
に
」
は
、
同
年
夏
に
執
筆
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
処
女
長
編
『
並
に



は
勝
る
女
た
ち
の
夢
』
＾
以
下
『
夢
』
）
に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
一
部
と
な
っ
た
。

先
に
引
用
し
た
「
鳥
も
い
な
い
、
雲
も
な
い
、
色
も
な
い
空
と
合
体
し
て

、
」
の
く
だ
n
・
は
、
『
夢
』
で
は
一
編
の
詩
へ
と
姿
を
変
え
て
い
る
。

糸
杉
の
暗
い
炎
で
暗
い

乱
れ
た
魂
の
な
か
で
、
僕
は
つ
い
に

確
か
め
る
、
僕
に
は
全
体
性
も

完
全
性
も
窮
極
的
達
成
も
な
い

僕
が
彼
女
の
悲
し
い
有
限
な
本
質
の

白
熱
の
な
か
に
溶
け
こ
ん
で

何
者
も
僕
た
ち
を
引
き
裂
け
な
く
な
る
以
外
に
は

そ
の
と
き
僕
た
ち
は
つ
い
に
完
全
で
、
永
遠
に
、

絶
対
的
に
一
つ
だ

鳥
も
雲
も
色
も
な
い
空
と
一
つ

炎
の
明
る
い
純
粋
さ
と
一
つ

僕
た
ち
は
そ
れ
ら
か
ら
で
き
て
い
る
し

そ
れ
ら
の
た
め
に
歓
喜
に
み
ち
た
奇
妙
な
死
を
迎
え
て
永
遠
に
生
き
る
の
だ

星
が
一
直
線
に
重
な
っ
た
よ
う
に
ま
ぱ
ゆ
く
輝
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
6
〕

一
と
無
限
に
結
合
す
る
の
だ
！

デ
カ
ル
ト
の
卵
－
一
九
三
〇
年
の
ペ
ケ
ッ
ト
と
錬
金
術

「
被
昇
天
」
に
お
け
る
若
き
芸
術
家
の
苦
悩
は
、
『
夢
』
で
は
「
神
秘
的
結
合
の

悦
惚
と
苦
悩
」
と
し
て
よ
リ
明
確
に
語
ら
れ
る
。
そ
の
重
心
は
右
の
詩
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
愛
す
る
女
性
ス
メ
ラ
ル
デ
ィ
ー
ナ
ー
－
リ
ー
マ
と
の
肉
体
的

な
結
合
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
詩
の
〈
一
な
る
も
の
〉
へ
の
想

い
は
、
〈
無
限
に
し
て
永
遠
な
る
一
者
V
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
に
象
徴
さ
れ
る
「
万
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

は
一
者
よ
り
来
た
り
て
一
者
へ
、
一
者
を
通
じ
て
、
一
者
の
た
め
に
帰
る
」
と

い
う
錬
金
術
の
思
想
と
共
鳴
す
る
。
し
か
も
主
人
公
の
「
彼
」
（
こ
こ
で
は

「
沈
思
静
坐
の
う
ち
に
」
と
同
様
、
「
ベ
ラ
ッ
ク
ワ
」
と
い
う
名
を
与
え
ら
れ
て

い
る
）
は
、
「
あ
る
種
の
最
も
下
劣
で
卑
し
い
昇
華
作
用
の
や
り
過
ぎ
に
耽
っ

て
い
る
ぱ
か
り
か
そ
れ
を
械
極
的
に
促
進
し
て
も
い
る
」
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
第
一
連
の
「
暗
い
炎
と
乱
れ
た
魂
」
、
第
二
連
の
「
自
熱
に
よ
る
溶

解
と
結
合
」
、
第
三
連
の
「
炎
と
の
合
一
」
は
、
錬
金
術
の
大
い
な
る
業
の
三

つ
の
プ
ロ
セ
ス
、
す
な
わ
ち
相
反
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
液
体
状
に
溶
解
す

る
〈
黒
化
（
1
1
死
）
〉
、
不
燃
物
へ
の
再
生
を
表
わ
す
〈
白
化
〉
、
愛
の
火
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
〕

か
で
の
硫
黄
と
水
銀
の
結
婚
1
1
再
結
合
を
表
わ
す
く
赤
化
v
に
対
応
し
て
い
る

と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
と
物
質
は
「
至
高
の

完
成
」
に
到
達
し
て
「
賢
者
の
石
」
に
変
容
す
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
「
被

昇
天
」
に
お
け
る
「
美
し
き
も
の
の
至
高
の
顕
現
」
の
探
求
を
想
起
さ
せ
る
。

と
な
れ
ぱ
、
主
人
公
ベ
ラ
ッ
ク
ワ
と
「
神
秘
的
結
合
」
を
果
た
す
女
性
の
「
ス

メ
ラ
ル
デ
ィ
ー
ナ
・
リ
ー
マ
」
と
い
う
名
は
、
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
ベ
ケ
ッ
ト
が

愛
し
た
従
妹
ペ
ギ
ー
・
シ
ン
ク
レ
ア
の
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
目
か
ら
き
て
い
る
と

い
う
定
説
と
同
時
に
、
錬
金
術
の
精
髄
を
要
約
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
ヘ
ル
メ

六
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
』
フ
’
フ
●
ス
マ
’
フ
グ
一
丁
4
ナ

ス
・
ト
リ
ス
メ
ギ
ス
ト
ス
の
錬
金
術
文
書
「
緑
板
玉
」
を
暗
示
し
て
い
る
と

い
う
推
測
も
成
リ
立
ち
得
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
が
洞
窟
で
発
兄
し
た

ζ
言
わ
れ
る
エ
メ
ラ
ル
ド
板
に
彫
ら
れ
た
原
典
は
残
存
せ
ず
、
一
〇
世
紀
の
ア

ラ
ピ
ア
語
訳
等
に
よ
リ
残
さ
れ
て
い
る
こ
の
「
緑
板
玉
」
に
は
、
万
物
が
一
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
〕

か
ら
生
じ
た
と
い
う
〈
一
者
の
奇
跡
〉
が
う
た
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
本
稿
に
と
っ
て
重
大
な
意
味
を
持
つ
の
は
、
主
人
公
ペ
ラ
ッ
ク
ワ
の

次
の
言
葉
で
あ
る
－
「
長
い
詩
が
書
け
そ
う
な
ん
だ
、
雌
鳥
と
卯
に
つ
い
て

の
ね
。
そ
の
あ
た
り
に
は
大
き
な
主
題
が
あ
っ
て
、
僕
が
書
く
の
を
待
っ
て
る

ん
だ
。
」
『
夢
』
が
定
説
通
り
三
二
年
に
書
か
れ
た
と
す
れ
ぱ
、
ベ
ケ
ッ
ト
は
こ

の
時
点
で
既
に
《
雌
鳥
と
卯
》
が
登
場
す
る
詩
を
二
篇
菩
い
て
い
る
。
実
は

《
雌
鳥
と
卯
》
は
、
錬
金
術
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
重
要
な
象
徴
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
《
雌
鳥
と
卯
》
と
い
う
手
が
か
リ
を
探
索
す
れ
ぱ
、
「
そ
の
あ
た

リ
」
に
あ
る
「
大
き
な
主
趣
」
に
辿
リ
着
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
1
〕

あ
え
ず
は
一
九
三
〇
年
六
月
の
ほ
ぽ
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
そ
の
二
篇
の
詩
の

う
ち
、
先
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
将
来
の
参
照
の
た
め
に
」
を
探
っ
て
み

よ
う
。

3
　
「
将
来
の
参
照
の
た
め
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
）

　
詩
「
将
来
の
参
照
の
た
め
に
」
（
以
下
「
将
来
」
と
略
記
）
は
、
．
「
わ
た
し
の

　
　
　
ケ
ミ
ス
ト

大
切
な
化
学
者
の
友
人
」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
。
そ
の
友
人
は
「
わ
た
し
」

を
コ
ニ
ス
（
古
典
歴
築
の
柱
頭
の
上
の
水
平
部
分
）
か
ら
地
下
室
に
引
き
下
ろ

七
〇

す
。
そ
こ
で
胸
か
ら
酸
と
ア
ル
カ
リ
の
瓶
を
取
リ
出
し
、
二
つ
折
リ
に
接
合
さ

れ
た
「
雌
鳥
の
卯
巣
の
く
る
み
割
リ
」
を
器
凧
に
も
て
あ
そ
ぷ
。
「
わ
た
し
」

は
委
縮
す
る
気
持
ち
を
抑
え
、
彼
に
殴
リ
か
か
リ
打
ち
の
め
す
。
が
、
こ
の
展

開
は
「
し
か
し
わ
た
し
が
（
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
）
？
」
と
い
う

メ
タ
的
な
；
目
で
宙
吊
1
〕
に
さ
れ
る
。
と
、
場
面
は
地
下
室
か
ら
う
っ
て
変
わ

っ
て
飛
込
台
の
下
の
澄
ん
だ
水
場
と
な
る
。
流
線
型
の
ダ
イ
ヴ
ァ
ー
た
ち
の
揺

れ
る
水
か
き
や
「
わ
た
し
」
の
強
化
さ
れ
た
浮
力
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
察
す
る

に
、
ど
う
や
ら
「
わ
た
し
」
は
水
泳
あ
る
い
は
ダ
イ
ヴ
ィ
ン
グ
の
レ
ッ
ス
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
、
ユ
ー
’
丁
4
レ
ー
タ
ー

受
け
て
い
る
よ
う
だ
。
謎
め
い
た
「
不
具
に
さ
せ
る
者
」
は
、
お
そ
ら
く
地
下

室
で
く
る
み
割
リ
を
弄
ぴ
つ
つ
指
の
関
節
を
鍛
え
て
い
た
「
彼
」
だ
ろ
う
。
そ

　
　
　
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー

の
後
は
　
師
　
に
よ
る
水
泳
／
ダ
イ
ヴ
ィ
ン
グ
の
レ
ッ
ス
ン
ら
し
き
イ
メ
ー

ジ
が
展
開
さ
れ
る
。
師
は
「
わ
た
し
」
の
キ
ッ
ク
に
は
力
が
な
い
と
言
い
、
お

手
本
を
示
す
。
飛
込
台
は
高
く
、
岩
場
に
囲
ま
れ
た
狭
い
水
面
の
上
に
張
リ
出

し
て
い
る
ら
し
い
。
「
わ
た
し
」
は
思
う
1
も
し
も
「
彼
」
が
二
度
来
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
レ
ッ
ス
ン
を
忘
れ
た
り
脚
を
折
っ
た
リ
し
た

ら
、
「
彼
」
は
「
わ
た
し
」
を
忘
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
「
雌
鳥
の
卯
巣
の
く
る
み
割
リ
」
で
あ
る
。
「
く
る

み
割
リ
」
は
不
可
解
と
し
て
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
《
雌
鳥
と
卯
》
は
錬
金

術
上
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
卯
は
「
宇
宙
生
成
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
〕

シ
ン
ポ
ル
、
原
理
、
さ
ら
に
錬
金
術
作
業
を
完
成
す
る
容
器
」
の
象
微
と
さ
れ

て
き
た
か
ら
で
、
錬
金
術
の
ガ
ラ
ス
の
容
器
は
《
哲
学
者
の
卵
》
と
呼
ぱ
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
タ
ノ
ー
ル
（
錬
金
炉
）
の
中
に
置
か
れ
、
長
期
間
一
定



の
温
度
で
保
存
さ
れ
る
。
こ
の
温
度
は
巣
ご
も
リ
の
な
か
で
卯
を
艀
し
て
い
る

雌
鳥
の
体
温
に
合
わ
せ
て
お
り
、
錬
金
術
の
手
順
は
往
々
に
し
て
雌
鳥
が
卵
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
2
〕

艀
す
プ
ロ
セ
ス
に
た
と
え
ら
れ
る
。
《
哲
学
者
の
卯
》
の
中
で
は
男
性
原
理
を

象
微
す
る
硫
黄
と
女
性
原
理
を
象
徴
す
る
水
銀
と
い
う
対
立
物
が
結
合
す
る
。

こ
の
《
対
立
物
の
合
一
》
と
い
う
概
念
は
錬
金
術
上
の
重
要
な
概
念
で
あ
る
と

と
も
に
、
ニ
ハ
世
紀
の
魔
術
的
思
想
家
に
し
て
錬
金
術
師
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ル
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
3
〕

ー
ノ
・
プ
ル
ー
ノ
の
思
想
で
も
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
「
将
来
」
の
後
半
に
兄
ら
れ

る
、
水
面
に
落
ち
る
か
石
の
上
に
落
ち
る
か
わ
か
ら
な
い
飛
込
台
が
「
プ
ル
ー

ノ
の
対
立
物
の
合
一
を
よ
く
例
証
し
て
い
る
」
と
い
う
表
現
は
注
目
に
値
す
る
。

こ
こ
で
飛
込
台
が
、
ダ
イ
ヴ
ィ
ン
グ
ヘ
の
憧
借
と
恐
れ
、
あ
る
い
は
空
中
と
水

面
1
1
《
上
》
な
る
も
の
と
《
下
》
な
る
も
の
と
い
う
対
立
物
を
結
ぷ
も
の
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
が
『
ト
ラ
ン
ジ
シ

ョ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
る
前
年
、
ベ
ケ
ッ
ト
は
「
ダ
ン
テ
・
：
プ
ル
ー
ノ
・
ヴ

ィ
ー
コ
．
．
ジ
ョ
イ
ス
」
と
題
さ
れ
た
ジ
ョ
イ
ス
論
を
執
筆
し
て
お
り
、
そ
こ

で
既
に
プ
ル
ー
ノ
の
「
極
小
と
極
大
の
一
致
」
に
触
れ
つ
つ
、
ウ
ロ
ポ
ロ
ス
的

な
円
環
構
造
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
評
論
は
、
『
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
』
に
連
載

中
で
あ
っ
た
ジ
ョ
イ
ス
の
「
進
行
中
の
作
品
」
を
擁
護
す
べ
く
出
版
さ
れ
た
評

＾
刎
〕

論
集
の
巻
頭
を
飾
っ
た
が
、
同
じ
年
の
『
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
』
第
ニ
ハ
・
一
七

合
併
号
に
も
「
被
昇
天
」
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
…
ス
ト

　
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
将
来
」
の
一
行
目
の
「
化
学
者
の

友
人
」
と
は
〈
錬
金
術
師
〉
（
「
ケ
ミ
ス
ト
」
に
は
錬
金
術
師
と
い
う
意
昧
も
あ

る
）
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
錬
金
術
に
お
い
て
は
大

　
　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
の
卵
－
一
九
三
〇
年
の
ベ
ケ
ッ
ト
と
錬
金
術

■　　■　　　　　’
■
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．
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　図版2
「沈黙の書」より

地
へ
の
下
降
の
モ
チ
ー
フ
は
不
純
な
金
属
の
「
腐
敗
」
と
溶
解
を
表
わ
す
と
さ

れ
る
。
「
彼
」
は
胸
か
ら
硫
黄
と
水
銀
な
ら
ぬ
「
酸
と
ア
ル
カ
リ
」
と
い
う
相

反
す
る
性
質
の
物
質
が
は
い
っ
た
瓶
を
取
リ
出
す
。
そ
の
後
に
続
く
「
付
属
物

の
カ
ラ
ー
ス
ケ
ー
ル
（
色
兄
本
）
」
は
、
〈
大
い
な
る
業
〉
に
お
け
る
物
質
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
5
〕

の
変
容
を
観
察
す
る
適
具
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
図
像
学
的
観
点
か
ら
は
、
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
聖

と
え
ぱ
作
者
不
詳
の
『
沈
黙
の
書
』
に
見
ら
れ
る
、
星
空
の
下
の
岩
場
の
海
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
〕

で
錬
金
術
師
が
眠
り
こ
ん
で
い
る
と
い
う
構
図
の
版
画
（
図
版
2
）
と
の
図
像

的
類
似
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。
そ
の
版
画
で
は
飛
込
台
で
は
な
く
梯
子
が
天
上

と
水
辺
を
結
ん
で
お
リ
、
錬
金
術
師
は
夢
や
幻
視
か
ら
啓
示
を
得
る
と
い
う
説

　
　
　
　
　
＾
㎎
〕

を
想
起
さ
せ
る
。

　
こ
の
詩
に
真
向
か
ら
挑
ん
だ
数
少
な
い
研
究
者
の
一
人
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ハ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
9
）

ヴ
ェ
イ
は
、
「
将
来
」
を
ペ
ケ
ッ
ト
自
身
の
夢
の
記
述
と
考
え
る
。
た
し
か
に

地
下
室
か
ら
飛
込
台
へ
の
イ
メ
ー
ジ
の
飛
翔
や
執
勘
な
暴
力
の
イ
メ
ー
ジ
は
悪

夢
的
で
あ
る
。
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
に
よ
れ
ぱ
、
ベ
ケ
ッ
ト
は
六
才
の
頃
に
ダ
ブ
リ
ン

七
一



南
郊
の
岩
場
の
間
の
ス
イ
ミ
ン
グ
・
ス
ポ
ッ
ト
で
父
か
ら
ダ
イ
ヴ
ィ
ン
グ
の
訓

練
を
受
け
、
そ
の
体
験
に
基
づ
く
夢
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
が
、
ペ
ケ

ッ
ト
は
決
し
て
ダ
イ
ヴ
ィ
ン
グ
を
嫌
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の

危
険
な
面
白
さ
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

　
「
将
来
」
の
巾
で
も
「
わ
た
し
」
は
暴
力
で
「
彼
」
を
叩
き
の
め
す
と
い
う

幻
想
に
と
ら
わ
れ
る
も
の
の
、
「
彼
」
の
レ
ッ
ス
ン
や
ダ
イ
ヴ
ィ
ン
グ
に
対
し

て
恐
れ
る
と
同
時
に
惹
か
れ
て
も
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン

ト
な
感
情
は
、
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
も
引
用
す
る
『
夢
』
の
一
節
に
よ
り
明
確
で
あ
る
。

彼
女
の
腕
を
取
リ
、
歩
調
を
乱
し
な
が
ら
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
遣
を
一
緒
に
流

れ
る
よ
う
に
歩
い
て
ゆ
く
の
は
、
音
楽
の
な
か
へ
の
沈
没
、
夢
の
な
か
の
ダ

イ
ヴ
ィ
ン
グ
の
ゆ
っ
く
り
し
た
言
い
表
し
よ
う
の
な
い
潜
水
飛
行
、
跳
ぴ
込

ん
で
か
ら
水
の
濃
厚
な
凌
辱
の
な
か
に
無
様
に
沈
没
し
て
ゆ
く
こ
と
、
そ
う

い
っ
た
も
の
に
等
し
か
っ
た
。
彼
女
の
優
美
さ
は
、
し
な
や
か
な
ス
テ
ッ
キ
、

　
　
　
　
　
　
　
ガ
ヴ
7
レ
ツ
ト

三
本
足
の
腰
掛
け
、
三
脚
の
よ
う
な
も
の
で
、
彼
は
、
夢
の
水
の
上
に
高

く
突
き
出
た
呪
わ
れ
た
跳
躍
台
の
上
に
い
る
か
の
よ
う
に
震
え
た
。
彼
女
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
〕

デ
ィ
ア
ナ
の
井
戸
の
な
か
で
沈
む
だ
ろ
う
か
、
泳
ぐ
だ
ろ
う
か
。

「
彼
女
」
の
危
う
い
魅
カ
は
「
夢
の
な
か
の
ダ
イ
ヴ
ィ
ン
グ
」
に
た
と
え
ら
れ
、

そ
の
ダ
イ
ヴ
ィ
ン
グ
は
ロ
マ
ン
と
危
険
性
を
併
せ
持
つ
ア
ン
ピ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な

行
為
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
同
時
期
に
ユ
ン
グ
は
不
思
議
な
夢
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
錬
金
術
の
研
究
に
向
か
い
、
そ
の
成
果
は
や
が
て
『
心
理
学
と

七
二

錬
金
術
』
に
お
け
る
マ
ン
ダ
ラ
夢
の
研
究
に
結
実
す
る
。
錬
金
術
の
思
想
が
フ

ロ
イ
ト
や
ユ
ン
グ
や
彼
ら
に
触
発
さ
れ
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
ら
芸
術
家
た
ち

の
夢
へ
の
関
心
と
リ
ン
ク
し
て
い
た
ま
さ
に
そ
の
時
代
に
、
こ
の
詩
が
書
か
れ

た
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
「
将
来
」
は
、
『
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
』
に
掴
載
さ
れ
た
ペ
ケ
ッ
ト
の
詩
の
中
で

は
唯
一
、
後
に
出
版
さ
れ
た
『
詩
集
』
に
再
録
さ
れ
て
い
な
い
。
『
夢
』
も
ま

た
「
沈
恩
静
坐
の
う
ち
に
」
を
そ
の
一
部
と
し
て
反
復
し
な
が
ら
作
者
の
生
前

に
は
決
し
て
出
版
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
錬
金
術
の
思
想

は
決
し
て
影
を
潜
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
占
星
術
と
結
ぴ
つ
い
て
『
ホ
ロ
ス
コ

ー
プ
』
か
ら
『
マ
ー
フ
ィ
ー
』
へ
と
至
る
ラ
イ
ン
で
別
の
展
開
を
見
せ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
「
将
来
」
執
筆
の
直
後
に
そ
れ
を
「
参
照
」
し
て
書
か
れ
た
と
恩
わ
れ
る
詩

『
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
』
で
は
、
《
雌
鳥
と
卵
》
は
も
は
や
脇
役
で
は
な
い
。

4
　
『
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
』

　
一
九
三
〇
年
六
月
十
五
日
の
午
後
、
親
友
の
ト
マ
ス
・
マ
グ
リ
ー
ヴ
ィ
が
ペ

ケ
ッ
ト
に
、
耳
寄
り
な
ニ
ュ
ー
ス
を
も
た
ら
し
た
。
小
説
家
の
リ
チ
ャ
ー
ド
．

オ
ー
ル
デ
ィ
ン
ト
ン
と
ア
ワ
ー
ズ
・
プ
レ
ス
社
の
ナ
ン
シ
ー
・
キ
ュ
ナ
ー
ド
が

く
時
間
を
主
題
に
し
た
百
行
以
内
の
詩
V
を
募
集
し
て
い
る
が
、
既
に
受
理
さ

れ
た
応
募
作
の
中
に
は
受
賞
に
値
す
る
作
品
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
締
切

は
そ
の
日
の
深
夜
に
迫
っ
て
い
た
が
、
パ
リ
に
留
ま
リ
た
い
も
の
の
金
欠
の
ぺ



ケ
ッ
ト
は
一
〇
ポ
ン
ド
の
賞
金
目
当
て
に
急
遼
執
筆
を
始
め
た
。
完
成
し
た
の

は
午
前
三
時
で
、
ペ
ケ
ッ
ト
は
キ
ュ
ナ
ー
ド
の
オ
フ
ィ
ス
ま
で
歩
い
て
屈
け
に

行
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
あ
わ
た
だ
し
く
創
作
さ
れ
た
九
十
八
行
か
ら
な
る

　
　
　
　
　
　
　
一
3
1
〕

詩
『
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
』
は
兄
事
賞
金
十
ポ
ン
ド
を
勝
ち
取
り
、
ペ
ケ
ッ
ト
の
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
2
〕

の
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
成
立
事
脩
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
詩
の
構
想
は
も
と
も

と
温
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ペ
ケ
ッ
ト
が
く
持
ち
ネ
タ
V
を
使
っ
た

は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
当
時
パ
リ
高
等
師
範
学
校
の
図
書
館
で

デ
カ
ル
ト
を
熱
心
に
研
究
し
て
い
た
ペ
ケ
ッ
ト
は
、
マ
グ
リ
ー
ヴ
ィ
の
助
言
も

あ
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
を
テ
ー
マ
に
逮
ん
だ
。
し
か
し
同
時
に
、
直
前
に
書
い
た

詩
「
将
来
」
に
濃
厚
に
あ
ら
わ
れ
る
錬
金
術
の
思
想
も
当
然
ペ
ケ
ッ
ト
の
頭
に

あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
『
荒
地
』
ば
リ
の
詳
細
な
自
註
が
付
さ
れ
、
デ
カ

ル
ト
の
独
白
形
式
を
採
る
こ
の
街
学
的
な
詩
は
、
バ
イ
エ
の
『
デ
カ
ル
ト
伝
』

等
を
種
本
と
し
つ
つ
デ
カ
ル
ト
を
茶
化
し
て
い
る
。
新
鮮
な
卯
を
嫌
い
、
食
卓

に
出
さ
れ
た
卯
を
何
度
も
突
き
返
し
て
は
食
ぺ
頃
の
オ
ム
レ
ツ
が
で
き
る
の
を

待
つ
デ
カ
ル
ト
の
〈
現
在
〉
に
、
〈
過
去
V
の
様
々
な
場
面
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・

バ
ッ
ク
の
よ
う
に
割
リ
込
み
、
現
在
と
過
去
の
語
リ
が
交
錯
す
る
重
層
的
な
構

造
に
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
一
ミ
δ
§
竃
s
～
は
占
星
術
の
天
宮
図
．
サ
o
昌
－

ω
8
月
、
と
娼
婦
．
峯
＝
o
鳥
．
を
か
け
た
鞄
語
で
、
占
星
術
師
に
運
命
を
占
わ
れ
な

い
よ
う
誕
生
日
を
ふ
せ
て
い
た
合
理
主
義
者
デ
カ
ル
ト
を
椰
楡
し
て
お
り
、
全

部
で
十
二
連
か
ら
な
る
構
成
は
、
黄
道
十
二
宮
に
対
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

デ
カ
ル
ト
の
卵
－
一
九
三
〇
年
の
ベ
ケ
ッ
ト
と
錬
金
術

　
占
星
術
が
錬
金
術
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、

す
べ
き
は
次
の
一
連
で
あ
ろ
う
。

注
目

そ
り
ゃ
な
ん
だ
？

野
莱
の
フ
ラ
イ
か
　
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
か
？

卯
巣
二
つ
を
加
エ
バ
イ
タ
・
ハ
ム
と
い
っ
し
ょ
に
打
ち
の
め
し
た
代
物
か
？

羽
毛
ま
と
い
た
る
雌
鳥
め
は
、
そ
や
つ
を
何
日
腹
に
敷
い
て
お
っ
た
？

三
日
と
四
晩
と
中
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
＾
3
3
〕

ジ
ロ
ー
に
や
っ
ち
ま
え
。

雌
鳥
の
二
つ
の
卯
巣
は
「
将
来
」
に
も
登
場
す
る
が
、
こ
こ
で
は
《
雌
鳥
と

卵
》
の
モ
チ
ー
フ
は
、
よ
り
明
確
に
錬
金
術
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
前
述
の
よ

う
に
、
錬
金
術
の
ガ
ラ
ス
の
容
器
は
ア
タ
ノ
ー
ル
（
錬
金
炉
）
の
中
で
雌
鳥
が

卯
を
艀
す
温
度
に
保
た
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
容
器
が
《
哲
学
者
の
卵
》
と
呼
ぱ

れ
る
と
い
う
事
実
を
思
い
起
こ
す
な
ら
、
《
デ
カ
ル
ト
の
卵
》
と
い
う
こ
の
詩

全
体
を
覆
う
モ
チ
ー
フ
に
は
、
単
に
デ
カ
ル
ト
の
伝
記
的
事
実
の
踏
襲
で
は
な

く
、
錬
金
術
的
な
意
昧
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
兄
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
デ
カ
ル
ト
ー
－
哲
学
者
に
ひ
っ
か
け
て
、
こ
の
詩
全
体
が
《
哲
学
者

の
卯
》
と
呼
ぱ
れ
る
、
あ
の
錬
金
術
の
ガ
ラ
ス
容
器
と
み
な
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ぱ
、
そ
の
中
で
卯
が
充
分
に
熟
す
ほ
ど
の
時
間

を
か
け
て
変
容
す
る
も
の
は
一
体
何
な
の
か
。

　
も
と
も
と
占
星
術
は
天
文
学
と
密
按
に
結
ぴ
つ
い
て
い
た
が
、
天
文
学
が
近

七
＝
一



代
科
学
へ
と
発
展
し
て
い
く
過
程
で
、
占
星
術
は
神
秘
主
義
的
な
疑
似
科
学
と

し
て
取
リ
残
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
分
岐
点
と
な
っ
た
の
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地

動
説
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
占
星
術
は
地
球
を
宇
宙
の
中
心
と
す
る
プ
ト
レ
マ

イ
オ
ス
的
な
宇
宙
観
、
す
な
わ
ち
天
動
説
に
基
づ
く
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
詩
の

巾
の
デ
カ
ル
ト
は
、
地
動
説
を
支
持
し
た
が
異
端
審
問
で
非
を
認
め
た
と
言
わ

れ
る
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
に
対
し
て
侮
蔑
的
宣
言
葉
を
投
げ
か
け
る
の
だ
が
、

ペ
ケ
ッ
ト
は
わ
ざ
わ
ざ
「
地
動
説
に
対
す
る
デ
カ
ル
ト
の
便
宜
的
な
調
弁
へ
の

言
及
」
と
い
う
註
を
付
し
て
い
る
。
ベ
ケ
ッ
ト
も
参
照
し
た
と
い
う
バ
イ
エ
の

『
テ
カ
ル
ト
伝
』
＾
ニ
ハ
九
二
）
に
よ
れ
ぱ
、
ニ
ハ
三
三
年
に
は
デ
カ
ル
ト
も
ま

た
地
動
説
を
採
リ
な
が
ら
、
地
球
の
自
転
を
主
張
し
た
大
著
『
世
界
論
』
の
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
讐

行
を
、
ガ
リ
レ
オ
の
異
端
審
間
を
知
っ
て
保
身
の
た
め
に
中
止
し
た
と
い
う
。

こ
こ
に
は
占
星
術
を
斥
け
教
会
と
微
妙
な
パ
ラ
ン
ス
を
取
リ
つ
つ
近
代
合
理
主

義
へ
の
扉
を
開
い
た
デ
カ
ル
ト
ヘ
の
皮
肉
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
そ
の
デ
カ
ル
ト
も
実
は
、
た
と
え
ぱ
彼
よ
リ
百
五
十
年
あ
と
に
生
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
ロ
　
ス
　
コ
　
ー
ブ

れ
、
自
伝
『
詩
と
真
実
』
の
冒
頭
で
自
ら
の
出
生
天
宮
図
を
描
写
し
て
み
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
5
一

こ
と
に
な
る
ゲ
ー
テ
と
同
様
に
、
錬
金
術
な
ど
の
魔
術
的
思
想
に
強
い
関
心
を

抱
い
て
い
た
。
バ
イ
エ
に
よ
れ
ぱ
、
真
理
の
探
求
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
悩

ん
で
い
た
デ
カ
ル
ト
は
ウ
ル
ム
滞
在
中
の
ニ
ハ
一
九
年
に
魔
術
的
秘
密
結
社

く
岱
薇
十
字
全
V
の
暉
を
阿
き
つ
け
、
そ
の
名
声
の
真
偽
を
確
か
め
る
べ
く
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
6
）

員
を
探
し
た
が
兄
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は

『
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
』
の
中
で
、
「
し
ぱ
し
別
れ
を
告
げ
ん
　
薔
薇
十
字
全
の
黄
色

の
鍵
よ
」
と
い
う
表
現
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
高
橋
康
也
に
よ
る
訳
注
に
は
、

七
四

「
黄
色
の
鍵
」
と
は
「
黄
金
の
十
字
架
」
を
指
し
、
「
デ
カ
ル
ト
は
薔
薇
十
字
会

の
教
理
の
な
か
に
自
己
の
学
間
建
設
の
《
鍵
》
を
発
兄
し
よ
う
と
し
た
が
果
た

さ
な
か
っ
た
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　
だ
が
最
終
連
で
、
よ
う
や
く
熟
し
た
卯
の
オ
ム
レ
ツ
に
あ
リ
つ
い
た
デ
カ
ル

ト
は
、
食
ぺ
終
わ
れ
ぱ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
女
王
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
の
招
き
に
応
え

て
雪
の
国
に
向
か
っ
て
発
つ
と
語
る
。
デ
カ
ル
ト
は
十
一
月
の
厳
寒
の
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
で
早
朝
か
ら
女
王
に
伺
候
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
た
め
肺
炎
に
か
か

っ
て
生
涯
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
こ
の
詩
の
終
結
部

で
、
デ
カ
ル
ト
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
客
死
す
る
と
い
う
運
命
を
予
言
す
る
か
の

よ
う
に
、
女
王
を
「
殺
し
屋
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
」
と
呼
ぴ
、
さ
ら
に
「
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ワ
ー

　
わ
れ
に
与
え
た
ま
え
　
第
二
の
／
星
の
な
い
　
占
い
え
ぬ
時
を
」
と
い
う
不

安
な
祈
り
の
言
葉
を
眩
く
に
至
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
眩
き
は

種
本
と
な
っ
た
バ
イ
エ
の
『
デ
カ
ル
ト
伝
』
に
は
な
い
の
で
、
ベ
ケ
ッ
ト
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
高
橋
は
、
デ
カ
ル
ト
が
星
占
い
を
拒
否
し
た

の
は
単
純
な
迷
信
へ
の
不
信
と
い
う
よ
リ
、
「
時
間
」
の
推
慮
不
可
能
性
を
知

っ
て
、
誕
生
と
は
第
一
の
「
占
い
え
ぬ
時
」
で
あ
リ
、
死
後
の
時
間
が
第
二
の

「
占
い
え
ぬ
時
」
で
あ
る
と
観
じ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
そ
し
て

推
慮
を
超
え
た
時
間
の
の
っ
ぺ
ら
ぽ
う
な
ひ
ろ
が
リ
の
中
で
誕
生
や
死
が
決
定

的
な
瞬
間
た
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
、
の
ち
の
ベ
ケ
ッ
ト
の
主
人
公
た
ち

の
辿
る
運
命
の
予
兆
を
こ
こ
に
兄
出
し
、
こ
の
詩
の
中
の
デ
カ
ル
ト
を
ベ
ケ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

ト
の
適
化
た
ち
の
系
譜
に
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
論
敵
に
対
す
る

威
勢
の
よ
さ
と
は
裏
腹
に
、
卵
の
熟
し
加
減
に
異
様
な
こ
だ
わ
リ
を
兄
せ
る
こ



の
デ
カ
ル
ト
傑
は
遺
化
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
デ
カ
ル
ト
は
自
ら
の
論

拠
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
求
め
て
お
リ
、
こ
の
詩
に
も
一
七
世
紀
古
典
主
義
演

劇
に
お
い
て
三
単
一
の
法
則
が
生
み
出
さ
れ
る
根
拠
と
な
る
「
太
陽
が
ひ
と
め

ぐ
リ
せ
ぬ
う
ち
に
」
と
い
う
『
詩
学
』
の
言
葉
も
引
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
因
果
律
に
支
配
さ
れ
た
継
起
的
時
間
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・

バ
ッ
ク
の
手
法
を
用
い
た
こ
の
詩
に
お
い
て
は
ね
じ
曲
げ
ら
れ
、
最
終
連
の
不

吉
な
予
言
的
言
辞
の
う
ち
に
崩
壊
し
て
い
く
。
そ
し
て
最
後
の
二
行
の
眩
き
は

だ
め
押
し
の
よ
う
に
、
合
理
主
義
者
デ
カ
ル
ト
を
非
論
理
的
な
不
安
と
祈
り
に

包
ま
れ
た
く
星
の
な
い
V
閻
へ
と
転
落
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
《
哲
学
者
の
卯
》
の
中
で
変
容
す
る
の
は
デ

カ
ル
ト
自
身
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
こ
の
詩
全
体
が
、
近

代
合
理
主
義
の
祖
で
あ
る
デ
カ
ル
ト
を
非
合
理
な
る
も
の
に
と
ら
わ
れ
た
遭
化

へ
と
変
換
す
る
装
置
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
後
《
哲
学
者
の
卵
》
は
、
占
星
術
を
枠
組
み
と
し
て
進
行
す
る
長
編
小

説
に
、
姿
を
変
え
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

5
　
『
マ
ー
フ
イ
ー
』

　
詩
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
発
明
さ
れ
た
「
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
」
．
ξ
ゴ
o
H
o
ω
8
肩
．

と
い
う
造
語
は
、
そ
の
後
ま
っ
た
く
同
じ
綴
り
で
新
し
い
小
説
の
創
作
ノ
ー
ト

の
表
紙
に
記
さ
れ
た
。
そ
の
ノ
ー
ト
に
は
、
ま
だ
名
前
を
持
た
ぬ
主
人
公
X
の

　
　
　
ホ
　
回
　
ス
　
コ
　
ー
ブ

人
生
と
出
生
天
宮
図
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
メ
モ
が
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

デ
カ
ル
ト
の
卵
－
一
九
三
〇
年
の
ベ
ケ
ッ
ト
と
錬
金
術

　
そ
の
頃
ペ
ケ
ッ
ト
は
パ
リ
か
ら
帰
郷
し
た
も
の
の
ダ
ブ
リ
ン
を
再
ぴ
離
れ
、

ロ
ン
ド
ン
で
W
・
ビ
オ
ン
の
精
神
分
析
を
受
け
て
お
り
、
ユ
ン
グ
の
講
演
に
も

接
し
て
心
理
学
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
。
ユ
ン
グ
が
錬
金
術
と
と
も
に
占
星

術
を
心
理
学
に
導
入
し
て
心
理
占
星
術
と
呼
ぱ
れ
る
分
野
を
開
拓
し
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ユ
ン
グ
に
よ
れ
ぱ
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
は
人
の
心
の
潜
在
的

な
全
体
性
の
象
徴
的
表
現
な
の
で
あ
る
。
ノ
ウ
ル
ソ
ン
に
よ
れ
ば
ビ
オ
ン
も
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
の
天
宮
図
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
お
リ
、
ペ
ケ
ッ
ト
に
精
神
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
〕

の
過
程
で
自
ら
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
作
成
さ
せ
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。
し

か
し
先
行
す
る
詩
『
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
』
の
存
在
は
、
ベ
ケ
ッ
ト
が
パ
リ
時
代
か

ら
占
星
術
に
深
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
ホ
ロ
ス
コ
ー

プ
」
と
題
さ
れ
た
創
作
ノ
ー
ト
の
X
は
や
が
て
マ
ー
フ
ィ
ー
と
名
づ
け
ら
れ
、

占
星
術
に
よ
っ
て
運
命
を
支
配
さ
れ
て
死
に
至
る
主
人
公
と
し
て
造
形
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
9
〕

こ
う
し
て
書
か
れ
た
小
説
『
マ
ー
フ
ィ
ー
』
は
、
『
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
』
が
十
二

連
か
ら
な
っ
て
い
た
よ
う
に
、
黄
遣
十
二
宮
を
思
わ
せ
る
十
二
の
章
か
ら
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム

　
マ
ー
フ
ィ
ー
は
仕
事
探
し
の
た
め
に
「
自
分
の
組
織
以
外
で
も
っ
と
も
信
頼

　
　
　
　
シ
ス
テ
ム

で
き
な
い
体
系
」
で
あ
る
占
星
術
に
頼
る
こ
と
に
し
、
街
角
に
立
つ
恋
人
シ
ー

リ
ア
を
ラ
マ
ス
ワ
ミ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
ス
ワ
ミ
・
ナ
ラ
ヤ
ナ
ス
ワ
ミ
・
ス
ー
ク
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
ワ
　
ミ

い
う
胡
散
臭
い
名
の
イ
ン
ド
の
予
言
者
の
元
に
行
か
せ
る
。
マ
ー
フ
ィ
ー
が
仕

事
に
就
く
こ
と
を
望
む
シ
ー
リ
ア
は
六
ペ
ン
ス
を
支
払
っ
て
星
占
い
の
結
果
を

持
ち
帰
る
。
本
来
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
は
対
象
者
の
生
年
月
日
、
出
生
時
間
、
出
生

地
の
緯
度
・
経
度
を
基
に
き
わ
め
て
合
理
的
に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

シ
ー
リ
ア
は
マ
ー
フ
ィ
ー
の
生
年
月
日
ま
で
し
か
知
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
正
確

七
五



な
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
の
作
成
は
不
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
シ
ー
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ッ
ク
メ
ー
ル

が
も
た
ら
す
不
吉
な
皿
…
い
封
筒
に
は
い
っ
た
怪
し
げ
な
占
い
は
、
な
ぜ
か
マ
ー

フ
ィ
ー
の
誕
生
の
時
刻
に
月
が
蛇
座
に
あ
っ
た
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
ま
こ
と

し
や
か
に
マ
ー
フ
ィ
ー
の
運
命
を
予
言
す
る
。
マ
ー
フ
ィ
ー
は
次
第
に
ス
ー
ク

の
星
占
い
に
支
配
さ
れ
て
い
き
、
履
行
で
き
な
い
項
目
に
不
安
を
党
え
る
よ
う

に
な
る
。
し
か
し
最
大
の
悩
み
は
、
星
占
い
に
従
う
な
ら
マ
ー
フ
ィ
ー
が
新
し

い
冒
険
を
し
て
成
功
す
る
た
め
に
は
一
九
三
六
年
十
月
四
日
の
日
曜
日
ま
で
待

た
な
け
れ
ぱ
な
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
早
く
に
自
分
自
身
の
さ
さ
や
か
な
予
言
が
当

た
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
マ
ー
フ
ィ
ー
は
幸
運
の

期
日
よ
り
一
年
ほ
ど
早
く
く
マ
グ
ダ
リ
ン
神
の
座
精
神
院
V
と
い
う
精
神
病
院

で
看
護
人
と
し
て
働
き
始
め
る
は
め
に
な
リ
、
そ
こ
で
患
者
達
の
扱
い
に
意
外

な
才
能
を
開
花
さ
せ
る
。
彼
は
ス
ー
ク
の
占
い
に
反
発
を
感
じ
つ
つ
も
、
「
蛇

座
の
二
十
三
度
に
あ
る
月
が
、
狂
人
を
も
た
や
す
く
屈
伏
さ
せ
る
魔
術
的
な
目

の
力
を
増
進
さ
せ
る
」
と
い
う
指
摘
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な

い
。
け
れ
ど
も
マ
ー
フ
ィ
ー
は
幸
運
の
期
日
を
待
た
ず
に
、
病
院
の
屋
根
裏
部

屋
で
揺
り
椅
子
に
揺
ら
れ
つ
つ
ス
ト
ー
ブ
の
ガ
ス
に
引
火
し
た
ら
し
い
事
故
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
0
一

せ
い
で
あ
っ
け
な
く
命
を
落
と
す
。
ど
う
や
ら
「
自
分
自
身
の
さ
さ
や
か
な
予

言
」
と
は
こ
の
こ
と
だ
っ
た
ら
し
い
。
占
星
術
に
懐
疑
的
で
あ
り
な
が
ら
次
第

に
そ
れ
に
支
配
さ
れ
て
い
き
、
つ
い
に
は
自
分
自
身
の
死
を
予
言
し
て
し
ま
う

と
い
う
構
図
は
、
『
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
』
の
最
終
章
で
自
ら
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

の
客
死
を
予
言
す
る
デ
カ
ル
ト
と
相
似
で
あ
る
。

　
そ
し
て
《
デ
カ
ル
ト
の
卵
V
は
、
も
う
一
つ
の
、
し
か
し
決
定
的
な
ペ
ケ
ッ

七
六

ト
的
く
哲
学
者
の
卯
》
と
し
て
『
マ
ー
フ
ィ
ー
』
第
六
章
に
登
場
す
る
。
こ
の

章
で
は
く
マ
ー
フ
ィ
ー
の
精
神
V
の
あ
リ
よ
う
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
マ

ー
フ
ィ
ー
は
肉
体
か
ら
分
離
し
た
自
己
の
精
神
を
「
外
な
る
宇
宙
に
対
し
て
ヘ

ル
メ
ス
的
に
密
閉
さ
れ
た
巨
大
な
空
洞
の
球
体
」
と
し
て
思
い
描
く
。
錬
金
術

で
は
、
球
体
と
は
《
哲
学
者
の
卵
V
の
象
徴
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
容
器
を
ガ

ラ
ス
を
ね
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
密
封
す
る
こ
と
を
《
ヘ
ル
メ
ス
の
封
印
》
と
呼

ぷ
の
で
あ
る
。
マ
ー
フ
ィ
ー
の
球
体
の
精
神
が
「
《
上
》
と
《
下
》
か
ら
で
き

て
い
る
」
と
い
う
表
現
は
「
下
な
る
も
の
は
上
な
る
も
の
の
ご
と
く
、
上
な
る

も
の
は
下
な
る
も
の
の
ご
と
し
」
と
い
う
「
緑
板
玉
」
に
書
か
れ
た
言
葉
に
呼

応
し
、
そ
の
球
体
が
光
、
半
影
、
暗
闇
と
い
う
三
層
か
ら
な
る
同
心
球
で
あ
る

こ
と
は
、
同
心
円
型
の
階
層
構
造
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
錬
金
術
の
宇
宙
像
に

一
致
す
る
。
ま
た
第
九
章
で
は
〈
マ
グ
ダ
リ
ン
神
の
座
精
神
院
〉
に
勤
務
す
る

マ
ー
フ
ィ
ー
は
、
患
者
た
ち
の
世
界
を
〈
小
世
界
〉
、
精
神
医
た
ち
の
世
界
を

く
犬
世
界
V
と
し
た
上
で
「
ぽ
く
は
大
世
界
に
は
属
さ
な
い
、
ぽ
く
は
小
世
界

に
属
す
」
と
い
う
確
信
を
繰
り
返
し
、
こ
れ
も
錬
金
術
が
《
哲
学
者
の
卯
》
と

　
　
　
…
、
タ
ロ
コ
ス
モ
ス

い
う
く
小
宇
宙
V
の
中
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
響
き
合
う
。

　
高
橋
康
也
は
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ダ
ン
プ
テ
ィ
の
卵
形
の
巨
体
や
エ
ド
ワ
ー
ド
．

リ
ア
の
自
画
像
的
戯
詩
に
あ
ら
わ
れ
る
「
そ
の
胴
体
は
完
壁
な
球
形
に
し
て
、

－
…
」
と
い
う
表
現
、
さ
ら
に
は
ジ
ャ
リ
の
ユ
ビ
ュ
王
の
球
形
の
肉
体
に
着
目

し
、
そ
こ
に
〈
ノ
ン
セ
ン
ス
〉
の
象
徴
を
見
出
し
た
。
高
橋
は
、
宇
宙
の
い
っ

さ
い
は
一
か
ら
由
来
し
一
に
遺
る
と
い
う
普
遍
的
神
語
信
仰
に
お
け
る
く
一
V

は
常
に
円
ま
た
は
球
と
し
て
表
わ
さ
れ
、
《
上
な
る
も
の
》
と
《
下
な
る
も
の
》



の
照
応
と
は
《
一
な
る
も
の
》
の
奇
跡
的
円
環
で
あ
る
と
述
ぺ
つ
つ
、
興
味
深

い
振
摘
を
す
る
。
す
な
わ
ち
、
錬
金
術
の
作
業
の
素
材
で
あ
る
第
一
原
質
は
、

多
く
の
錬
金
術
文
書
に
お
い
て
《
完
全
に
球
形
の
胴
体
》
を
も
っ
た
人
間
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
仙
〕

て
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
高
橋
は
こ
こ
で
は
ペ
ケ
ッ
ト
に
言
及
し

て
い
な
い
が
、
《
球
形
の
肉
体
》
の
系
譜
は
《
雌
鳥
と
卵
》
の
モ
チ
ー
フ
と
交

差
し
つ
つ
、
マ
ー
フ
ィ
ー
の
《
球
形
の
精
神
》
を
経
て
、
『
名
づ
け
え
ぬ
も
の
』

の
、
二
つ
の
眼
窩
か
ら
涙
を
流
し
な
が
ら
し
ゃ
ペ
リ
続
け
る
《
巨
大
な
ボ
ー

ル
》
た
る
主
人
公
の
く
わ
た
し
V
へ
と
間
違
い
な
く
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
し

て
そ
の
根
底
に
は
、
錬
金
術
の
思
想
が
脈
々
と
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

結
　
　
び

　
こ
れ
ま
で
兄
て
き
た
よ
う
に
、
『
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
』
に
発
表
さ
れ
た
「
被

昇
天
」
、
「
将
来
の
参
照
の
た
め
に
」
、
「
沈
思
静
坐
の
う
ち
に
」
か
ら
『
並
に
は

勝
る
女
た
ち
の
夢
』
へ
、
そ
し
て
『
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
』
か
ら
『
マ
ー
フ
ィ
ー
』

へ
と
至
る
作
晶
群
を
錬
金
術
の
容
器
に
入
れ
て
み
る
と
、
不
可
解
で
バ
ラ
バ
ラ

だ
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
幾
つ
か
は
そ
れ
こ
そ
魔
術
の
よ
う
に
像
を
結
ぷ
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
時
期
の
ペ
ケ
ッ
ト
の
作
品
の
す
ぺ
て
を
錬
金
術
と
い
う
視
点
か
ら
説
明

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
の
つ
も
り
も
な
い
の
だ
が
、
ま
だ
職
業
作
家
の

遭
を
選
ぴ
と
る
以
前
の
若
き
ベ
ケ
ッ
ト
が
一
九
三
〇
年
前
後
の
思
想
的
・
芸
術

的
な
大
波
を
ま
と
も
に
受
け
な
が
ら
自
ら
の
精
神
の
内
部
に
下
降
し
つ
つ
芸
術

的
上
昇
を
目
指
し
、
そ
の
錬
金
術
的
和
合
を
目
指
し
た
軌
跡
の
幾
許
か
は
、
明

デ
カ
ル
ト
の
卵
－
一
九
三
〇
年
の
ペ
ケ
ッ
ト
と
錬
金
術

ら
か
に
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
リ
わ
け
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
じ

ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
将
来
の
参
照
の
た
め
に
」
か
ら
錬
金
術
の
イ
メ
ー

ジ
を
摘
出
し
、
『
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
』
の
《
デ
カ
ル
ト
の
卯
》
に
《
哲
学
者
の
卵
》

を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
詩
に
新
た
な
光
を
照
射
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
ブ
ル
ト
ン
や
ジ
ョ
イ
ス
や
本
物
の
錬
金
術
師
が
閣
歩
し
て
い
た
三
〇
年
代
初

頭
の
パ
リ
は
、
デ
カ
ル
ト
か
ぷ
れ
の
文
学
青
年
を
非
合
理
な
る
も
の
に
と
ら
わ

れ
た
知
的
遣
化
へ
と
変
換
す
る
巨
大
な
《
哲
学
者
の
卯
V
で
あ
っ
た
の
か
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竈
　
ち

れ
な
い
。
し
か
し
同
時
に
ま
た
こ
の
都
市
は
、
ベ
ケ
ッ
ト
と
い
う
《
卯
》
を
そ

の
卯
巣
に
懐
胎
し
作
家
と
し
て
熟
す
の
を
待
つ
雌
鳥
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ベ
ケ
ッ
ト
が
自
己
の
内
部
に
兄
続
け
る
こ
と
に

な
る
《
球
形
の
宇
宙
》
の
原
風
景
は
、
一
九
三
〇
年
の
パ
リ
に
あ
っ
た
に
違
い

な
い
の
で
あ
る
。
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昌
阻
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彗
3
一
凹
．
．
ヲ
き
迂
、
お
よ
ぴ
「
ペ
ケ
ッ
ト
迷
宮

1
，
ク
ワ
ッ
ド
』
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
」
、
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
現
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
動
向
－
中
心
と
周
縁
』
、
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
六
年
。

〈
マ
ン
ダ
ラ
夢
1
6
v
C
・
G
・
ユ
ン
グ
，
心
理
学
と
錬
金
術
1
』
、
池
田
紘
一
、
鎌
田

適
生
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
七
六
年
。
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七
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＾
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＾
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一
1
1
一

『
す
べ
て
倒
れ
ん
と
す
る
者
』
や
『
あ
し
お
と
』
に
は
こ
の
講
演
の
記
憶
が
深
く
関

わ
っ
て
い
る
。
詳
細
は
、
内
養
－
＞
ヨ
マ
彗
一
一
§
曽
き
、
亀
§
、
き
§
ミ
b
s
ぎ
ミ
げ

ミ
“
§
ぎ
気
§
、
＞
“
ミ
§
“
↓
ぎ
勺
彗
易
三
く
彗
討
ω
訂
冨
c
．
p
－
8
ω
一
お
よ
ぴ
拙

論
「
ペ
ケ
ッ
ト
／
ピ
オ
ン
■
ユ
ン
グ
ー
無
意
識
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
＾
『
シ
ア
タ
ー

・
ア
ー
ツ
5
　
特
集
・
演
劇
と
擶
神
分
析
』
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

＞
三
〇
す
－
斗
挿
o
o
二
Ω
o
．
、
＾
亮
h
ミ
§
§
、
ε
b
ミ
§
婁
一
完
さ
〔
、
ぎ
葦
二
冨
鶉
．
σ
く

雪
9
彗
O
與
目
』
Ω
嘗
国
奉
一
畠
片
O
P
「
O
目
訂
目
軸
勺
『
窃
ω
」
竈
蜆
に
よ
れ
ぱ
、
ユ
ン
グ
は

一
九
二
六
年
頃
に
錬
金
術
的
な
夢
を
見
、
二
八
年
に
は
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
か
ら
，
黄
金
の
花
の
秘
密
』
が
送
ら
れ
て
錬
金
術
に
興
昧
を
持
ち
ラ
テ
ン
語
の
関

連
文
献
を
入
手
す
る
が
、
二
年
近
く
放
置
し
て
い
た
と
い
う
。

ユ
ン
グ
は
一
九
三
五
年
と
三
六
年
の
エ
ラ
ノ
ス
全
議
に
お
い
て
、
「
個
性
化
過
程
の

夢
の
象
徴
」
と
「
錬
金
術
に
お
け
る
救
済
の
表
象
」
と
い
う
講
演
を
行
な
い
、
の
ち

に
，
心
理
学
と
鎌
金
術
』
＾
一
九
四
四
）
と
し
て
結
実
す
る
研
究
成
果
を
は
じ
め
て

公
に
し
て
い
る
。
既
に
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
研
究
を
行
な
っ
て
い
た
は
ず
の
ユ
ン
グ

か
ら
思
想
的
影
響
を
受
け
た
可
能
性
は
否
め
な
い
も
の
の
、
三
〇
年
前
後
の
ペ
ケ
ッ

ト
の
錬
金
術
へ
の
興
昧
は
ユ
ン
グ
経
由
と
は
考
え
に
く
い
。

鈴
木
稚
雄
は
シ
ェ
ニ
ウ
ー
や
セ
パ
ッ
ク
の
論
を
参
照
し
つ
つ
、
ブ
ル
ト
ン
の
「
客
観

的
偶
然
」
に
関
す
る
識
論
が
、
現
在
で
は
魔
術
的
な
世
界
観
か
ら
決
定
的
に
離
れ
て

い
る
と
棉
摘
し
て
い
る
。
＾
「
解
放
と
変
形
－
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
研
究
の
現
在
」
、

，
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
射
程
』
、
せ
リ
か
書
房
、
一
九
九
八
年
。
）
し
か
し
ペ
ケ
ッ

ト
の
「
鹿
術
的
世
界
観
」
の
研
究
は
い
ま
だ
始
ま
っ
て
さ
え
い
な
い
。

ア
ン
リ
・
ベ
ア
ー
ル
『
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
伝
』
、
塚
原
史
、
谷
昌
親
訳
、
思
潮

祉
、
一
九
九
七
年
参
照
。

こ
の
よ
う
な
寓
意
は
、
一
四
八
四
牛
の
土
星
と
木
星
の
犬
全
合
が
後
に
＾
実
は
一
四

八
三
年
生
ま
れ
の
）
ル
タ
ー
の
誕
生
年
と
さ
れ
た
こ
と
を
恩
い
起
こ
さ
せ
る
。

ア
ン
ド
レ
ー
ア
・
ア
ロ
マ
テ
ィ
コ
『
錬
金
術
－
お
お
い
な
る
神
秘
』
、
種
村
季
弘

監
修
、
側
元
社
、
一
九
九
七
年
。

北
山
研
二
『
訳
老
あ
と
が
き
－
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
解
釈
に
つ
い
て
」
、
ミ
シ
ェ
ル
・

＾
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

16 15＾
1
7
）

（
1
8
）

＾
1
9
）

サ
ヌ
イ
エ
編
『
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
全
著
作
』
、
未
知
谷
、
一
九
九
五
年
参
照
。

前
述
の
レ
ス
テ
ィ
ヴ
ォ
は
、
〈
大
ガ
ラ
ス
V
が
ベ
ケ
ッ
ト
が
『
勝
負
の
終
わ
り
』
を

執
筆
し
て
い
た
一
九
五
四
年
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
を

指
摘
し
、
「
エ
ン
ド
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
チ
ェ
ス
凧
語
を
標
題
と
す
る
『
勝
負
』
に
、

テ
ユ
シ
ャ
ン
の
影
響
を
見
る
。
＾
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「
被
昇
天
」
、
高

橋
康
也
訳
、
『
ベ
ケ
ッ
ト
詩
・
評
論
・
短
編
』
、
白
水
社
、
一
九
七
二
年
。

ア
ロ
マ
テ
ィ
コ
、
前
掲
書
参
棚
。
尚
、
実
験
が
爆
発
し
て
途
方
に
く
れ
る
錬
金
術
師

を
描
い
た
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
作
と
さ
れ
る
絵
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
錬
金
術
に
爆
発
は

つ
き
も
の
で
、
錬
金
術
文
書
の
大
半
が
実
験
の
危
険
や
害
を
強
調
し
て
い
る
と
も
言

わ
れ
る
。
＾
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
フ
ァ
プ
リ
キ
ウ
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『
錬
金
術
の
世
界
L
、
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瀧
啓
裕
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九
九
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〇
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コ
一
ω
o
o
斤
μ
－
o
㊤
ピ
o
P

旨
－
H
一
ら
o
㎝
㎝
o
幸
㎝
ξ
o
o
宛
〇
一
p
き
ミ
．
一
〇
p
＝
－
旨
．

2
o
訂
己
ら
9
李
艮
o
［
し
鳶
｝
こ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
守
㌧
鷺
餉
一
〇
凹
昌
庁
ま
鷺
⊂
』
二
竃
〇
一

〇
」
蟹
．
ま
た
、
『
夢
』
で
は
こ
の
詩
の
直
後
に
「
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
．
デ
ュ
ー
ラ
ー
」

の
名
が
唐
突
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
レ
ス
テ
ィ
ヴ
ォ
が
言
及
し
た
デ
ュ
ー
ラ

ー
の
「
メ
レ
ン
コ
リ
ア
ー
」
＾
図
版
1
）
は
、
ヘ
ル
メ
ス
主
義
的
、
あ
る
い
は
カ
バ

ラ
主
義
的
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
＾
ω
需
軍
三
目
勺
彗
o
示
ξ
一
ミ
一
軸
卜
鳶

§
、
㌧
ミ
県
工
§
ミ
〔
ミ
§
ミ
）
勺
『
ヨ
o
g
昌
し
雷
9
彗
o
軍
彗
o
g
＞
ー
く
讐
2

§
軸
ミ
§
ミ
ミ
ー
き
餉
§
ミ
ぎ
ミ
ー
雨
、
茅
き
ミ
ぎ
ミ
エ
的
“
畠
轟
．
）
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）

＾
刎
）

＾
2
5
〕

＾
2
6
）

＾
2
7
）

■
8
ぎ
ε
、
｝
o
『
勺
具
膏
o
肉
艮
胃
雪
8
．
．
ヲ
、
§
§
き
§
z
o
．
H
甲
8
L
㊤
さ
．

大
槻
奥
一
郎
，
記
号
・
図
説
　
錬
金
術
事
典
L
、
同
学
社
、
一
九
九
六
年
、
一
七
八

頁
。た
と
え
は
錬
金
術
的
な
包
括
的
世
界
像
を
呈
示
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
一
七
世
紀
の

タ
イ
ナ
ッ
ハ
の
，
王
女
ア
ン
ト
ニ
ア
の
カ
パ
ラ
的
教
示
画
L
に
も
、
「
生
命
の
印
で

あ
る
卯
を
抱
く
雌
鳥
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
三
ル
ン
ス
ト
・
ハ
ル
ニ
ッ
シ
ュ
フ
ェ

ガ
ー
『
パ
ロ
ッ
ク
の
神
秘
』
、
松
本
夏
樹
訳
、
一
九
九
三
年
参
照
。
）

プ
ル
ー
ノ
，
無
限
、
宇
幽
お
よ
ぴ
諸
世
界
に
つ
い
て
』
＾
満
水
純
一
、
岩
波
文
庫
、

一
九
八
二
年
）
の
「
第
五
対
語
」
、
お
よ
ぴ
＞
津
昌
一
〇
〇
と
畠
雪
9
　
9
o
き
§

b
ミ
§
§
迂
、
ざ
ト
彙
、
県
9
ぎ
〔
§
ミ
ミ
§
“
営
§
、
ミ
ミ
曹
ミ
昌
ぎ
、
ざ

雲
“
雲
魯
ミ
§
、
§
轟
ミ
ミ
9
o
き
ミ
o
曳
ミ
§
一
零
冨
『
［
彗
的
～
彗
ω
ケ
ぎ
炉

岩
竃
参
照
。

蟹
冒
亮
一
巾
g
ぎ
箒
彗
o
o
；
o
『
9
o
ミ
ぎ
§
ぎ
ミ
§
弟
o
§
、
“
汁
き
良
鳶
§

、
“
§
さ
、
き
s
§
ぎ
ミ
“
§
ミ
一
§
慕
ぎ
ぎ
ミ
隼
望
宍
鶉
潟
彗
o
彗
o
o
o
ヨ
ー

○
印
目
き
冨
墨
．

ゲ
ー
テ
は
，
色
彩
論
』
？
ゲ
ー
テ
全
集
　
第
一
四
巻
、
潮
出
版
社
、
一
九
八
O
年
）

に
お
い
て
、
プ
リ
ズ
ム
型
水
槽
を
使
っ
た
実
験
に
お
け
る
純
ア
ル
カ
リ
性
溶
液
と
純

酸
性
溶
液
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
実
験
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
し

か
も
こ
の
論
に
は
基
本
色
を
配
列
し
た
い
わ
ゆ
る
色
和
環
が
付
さ
れ
て
お
り
、
「
カ

ラ
ー
ス
ケ
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
は
そ
れ
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
尚
、

『
色
彩
論
』
に
お
け
る
酸
と
ア
ル
カ
リ
に
つ
い
て
は
、
松
本
夏
樹
「
付
論
　
ド
イ
ツ

．
ヘ
ル
メ
ス
主
義
の
潮
流
」
＾
ハ
ル
ニ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ガ
ー
前
掲
書
所
収
）
で
も
言
及

さ
れ
て
い
る
。

『
沈
黙
の
書
』
；
巨
易
亭
雪
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
サ
ヴ
ー
ル
に
よ
っ
て
ニ
ハ
七
七
年

に
刊
行
さ
れ
た
が
作
者
不
詳
で
あ
る
。
フ
ァ
ブ
リ
キ
ウ
ス
の
前
掲
書
（
七
〇
頁
）
に

収
録
さ
れ
た
図
版
は
マ
ン
ケ
ト
ゥ
ス
の
，
神
秘
化
学
全
集
』
二
七
〇
二
年
）
か
ら

取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
元
の
版
と
は
背
景
が
異
な
る
異
版
で
あ
る
。

フ
ァ
プ
リ
キ
ウ
ス
、
前
掲
書
、
七
一
頁
。
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○
邑
一
9
ユ
ω
戸
8
－
o
宗
一
p
N
ω
－

－
螂
幸
『
昌
8
申
＝
胃
奏
き
蟹
§
ミ
“
、
、
s
ぎ
、
二
き
ミ
亀
ミ
、
o
ミ
汁
一
勺
ユ
昌
g
昌
⊂
．

、
二
－
o
↓
o
l

団
8
ぎ
膏
一
b
ミ
亀
§
一
〇
p
竃
－
蟹
．
邦
訳
、
四
四
頁
。

｝
雪
ぎ
P
一
§
o
ミ
竃
S
雨
ま
O
o
、
守
ミ
ミ
き
§
§
－
竈
㌣
－
℃
轟
一
－
争
目
O
邑
守
『

巨
戸
－
鵠
凸
、
邦
訳
「
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
」
、
高
橋
康
也
訳
、
『
ペ
ケ
ッ
ト
詩
／
評
論
／

小
品
』
、
白
水
社
、
一
九
七
二
年
。

ω
8
盲
ヨ
窃
穴
昌
三
8
p
皇
§
ミ
雨
、
ざ
き
§
ミ
§
“
卜
鳶
県
蟹
§
§
、
、
軸
象
“
ド

里
o
o
『
易
一
昌
『
き
－
8
ρ
o
o
．
－
二
－
＝
N
－

困
9
ぎ
貝
8
・
ミ
・
o
・
H
・
邦
訳
、
一
〇
頁
。
尚
、
「
ジ
ロ
ー
」
に
関
し
て
は
「
デ
カ

ル
ト
は
解
析
幾
何
の
比
較
的
や
さ
し
い
問
題
は
下
男
ジ
ロ
ー
に
回
し
た
」
と
い
う
ペ

ケ
ッ
ト
白
身
の
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。

ア
ド
リ
ア
ン
・
バ
イ
エ
『
デ
カ
ル
ト
伝
』
、
伊
沢
義
雄
、
非
上
庄
七
訳
、
講
談
社
、

一
九
七
九
年
、
八
七
一
八
八
頁
参
照
。
尚
、
団
国
…
g
の
原
典
は
一
九
六
一
年
の
刊

行
で
あ
る
が
、
邦
訳
の
定
本
と
な
っ
た
の
は
一
九
六
二
年
の
要
約
本
で
あ
る
。

ゲ
ー
テ
は
薔
薇
十
字
全
の
教
典
と
み
な
さ
れ
る
ヴ
ェ
リ
ン
ク
ら
の
書
に
傾
倒
し
、
錬

金
術
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
＾
松
本
夏
樹
「
ド
イ
ツ
占
星
術
の
著
干
の
主

題
に
つ
い
て
の
メ
モ
」
、
『
ユ
リ
イ
カ
　
特
集
・
占
星
術
－
照
応
と
象
徴
の
コ
ス
モ

ロ
ジ
ー
』
、
青
土
社
、
一
九
九
三
年
六
月
号
参
照
。
）
　
尚
、
六
昌
三
閉
昌
の
伝
記
に

よ
れ
ぱ
、
ペ
ケ
ッ
ト
は
一
九
三
六
年
頃
、
独
学
で
修
得
し
た
ド
イ
ツ
語
で
『
フ
ァ
ウ

ス
ト
L
を
読
ん
で
詳
細
な
ノ
ー
ト
を
と
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
三
二
年
執
筆
の

『
夢
』
に
は
既
に
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
糸
紡
ぎ
歌
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。

〈
薔
薇
十
字
全
V
は
一
七
世
紀
の
初
め
に
ド
イ
ツ
で
興
っ
た
と
さ
れ
る
魔
術
的
秘
密

結
社
で
あ
る
が
、
そ
の
実
体
は
謎
に
包
ま
れ
、
噂
だ
け
で
実
際
に
は
存
在
し
な
か
っ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
軍
彗
o
匪
＞
．
く
凹
箒
9
§
完
s
｛
h
ミ
〔
㌻
ミ
■
ミ
一

膏
“
膏
ミ
§
ミ
L
o
s
を
参
照
さ
れ
た
い
。

高
橋
康
也
『
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ペ
ケ
ッ
ト
』
、
〈
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
文
学

3
v
、
研
究
社
、
一
九
七
一
年
、
二
一
頁
。

デ
カ
ル
ト
の
卵
－
一
九
三
〇
年
の
ベ
ケ
ッ
ト
と
錬
金
術

七
九
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ω
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添
目
o
幸
尿
o
貝
s
．
、
、
－
一
〇
．
8
o
o
．

｝
9
ぎ
P
ミ
ミ
も
膏
一
ρ
カ
昌
一
一
＆
零
彗
O
O
P
岩
窒
。
邦
訳
，
マ
ー
フ
ィ
ー
』
、
川

口
喬
一
訳
、
自
水
社
、
一
九
七
一
年
。

ち
な
み
に
ス
ー
ク
の
占
星
術
に
よ
れ
ぱ
マ
ー
フ
ィ
ー
の
幸
運
の
年
は
一
九
三
六
年
と

一
九
九
〇
年
だ
が
、
マ
ー
フ
ィ
ー
は
幸
運
の
年
の
前
年
の
三
五
年
に
死
ぬ
。
奇
し
く

も
ペ
ケ
ッ
ト
が
他
界
し
た
の
も
一
年
早
い
八
九
年
で
あ
っ
た
。

商
橋
康
也
，
ノ
ン
セ
ン
ス
大
全
』
、
晶
文
社
、
一
九
七
七
年
。

＊
尚
、
錬
金
術
に
関
し
て
は
松
本
夏
樹
氏
よ
リ
多
大
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

　
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

こ
の
場
を
備
リ


